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令 和４年 度 春 季 地 区 懇 談 会 開 催

　
令
和
４
年
度 

春
季
地
区
懇
談
会
を
４
月
26
・
27
日
の
２

日
間
、
白
糠
・
鶴
居
の
２
会
場
で
開
催
し
、
最
近
の
酪
農
・

畜
産
情
勢
、
令
和
３
年
度
事
業
報
告
、
令
和
４
年
度
事
業
計

画
等
に
つ
い
て
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
出
席
し
た
組
合
員
の
皆
様
よ
り
、
Ｊ
Ａ
の
利
用
手
数
料
の

あ
り
方
や
、
ゲ
ノ
ム
検
査
等
に
対
す
る
助
成
の
検
討
、
本
年

度
の
生
乳
生
産
抑
制
に
係
る
数
量
の
管
理
や
生
産
枠
を
超
え

た
時
の
対
応
等
、組
合
員
の
皆
様
の
収
支
に
関
わ
る
質
問
や
、

幌
呂
育
成
牧
場
建
設
計
画
の
今
後
の
考
え
方
、
新
規
就
農
に

つ
い
て
現
在
の
取
組
み
等
、
将
来
的
な
Ｊ
Ａ
事
業
に
係
る
意

見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
Ａ
マ
ー
ト
化
し
た
店
舗
及
び
、
金
融
の
効
率
化
店

舗
の
進
捗
状
況
や
二
店
舗
化
へ
の
取
り
進
め
方
、
ま
た
、
運

営
状
況
等
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
労
災
保
険
の
適
用
に
係
る
作
業
免
許
の
情
報

提
供
や
、
女
性
部
と
組
合
長
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
て
ほ
し

い
等
の
要
望
も
出
さ
れ
、
大
変
実
り
の
あ
る
懇
談
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
皆
様
か
ら
頂
い
た
意
見
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
事

業
運
営
に
活
か
し
て
参
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
出
席
さ
れ
た
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
農

作
業
の
始
ま
る
お
忙
し
い
時
期
、
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

感
染
拡
大
が
心
配
さ
れ
る
時
期
に
も
関
わ
ら
ず
ご
出
席
頂
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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釧路丹頂農協青年部 第16回通常総会開催

釧路管内の新1年生へ「牛柄マスク」プレゼント

　
３
月
24
日
、
幌
呂
事
務
所
で
第
16
回
釧
路
丹

頂
農
協
青
年
部
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
開
催
に
あ
た
り
、
菱
沼 

恭
平
部
長
は
、「
前

年
度
も
コ
ロ
ナ
の
１
年
と
な
り
、
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
等
に
よ
り
出
歩
く
人
が
少
な
く
な

り
ま
し
た
。
年
末
年
始
に
は
生
乳
廃
棄
の
危
機

と
い
う
厳
し
い
状
況
に
な
り
各
団
体
が
対
策
を

考
え
る
中
、
青
年
部
と
し
て
何
か
で
き
な
い
か

と
考
え
、女
性
部
と
の
合
同
役
員
会
を
開
催
し
、

様
々
な
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　
10
月
に
は
女
性
部
と
合
同
で
当
Ｊ
Ａ
地
域
の

小
学
生
に
写
真
絵
本
『
た
い
せ
つ
な
ぎ
ゅ
う

に
ゅ
う
』
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
12
月
に
は
青
年

部
員
同
士
が
集
ま
り
ボ
ウ
リ
ン
グ
交
流
会
を
開

催
し
、
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
酪
農
情
勢
等
先
行
き
が

見
え
な
い
状
態
で
す
が
、
皆
様
と
協
力
し
て
乗

り
越
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
挨
拶

を
し
ま
し
た
。

　
議
長
は
、
音
白
支
部
の
五
十
嵐 

大
地
さ
ん

が
務
め
、
令
和
３
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支

決
算
、
令
和
４
年
度
事
業
計
画
他
、
全
議
案
承

認
さ
れ
総
会
は
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

　
釧
路
地
区
青
年
部
協
議
会
が
昨
年
に
続
き
釧
路
管

内
全
小
学
校
の
新
1
年
生
約
１
５
０
０
名
へ
牛
柄
マ

ス
ク
と
マ
ス
ク
ポ
ー
チ
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
４
月
７
日
に
は
、
白
糠
小
学
校
で
贈
呈
式
が
行
わ

れ
、
当
農
協
青
年
部
音
白
支
部
の
伊
深  

祐
樹
支
部

長
よ
り
滝
川 

敦
善
校
長
へ
白
糠
町
内
の
新
１
年
生

分
の
マ
ス
ク
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
伊
深
支
部
長
は
「
コ
ロ

ナ
禍
で
青
年
部
の
食
育
活

動
が
思
う
よ
う
に
で
き
な

か
っ
た
の
で
、
牛
柄
の
マ

ス
ク
と
い
う
形
で
酪
農
や

牛
乳
に
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。」

と
話
し
て
お
り
ま
し
た
。

菱沼部長

五十嵐議長
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３
月
24
日
、
幌
呂
事
務
所
で
第

16
回
釧
路
丹
頂
農
協
乳
牛
改
良
同

志
会
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
開
催
に
あ
た
り
、
林 

稔
幸
会

長
は
、「
昨
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
共
進
会
や
研

修
会
に
つ
い
て
は
開
催
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
同
志
会
と
し
て
の
活

動
が
で
き
な
い
状
態
で
し
た
が
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
作
成
し
会

員
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
。
今
年

度
に
つ
い
て
は
、
共
進
会
な
ど
も

開
催
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

を
身
に
着
け
た
皆
様
と
活
動
が
で

き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。」
と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　

議
長
は
、
鶴
居
支
部
の
増
田 

一
真
さ
ん
が
務
め
、
令
和
３
年
度

事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、
令

和
４
年
度
事
業
計
画
他
、
全
議
案

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
役
員
選
任
で
は
、
幌
呂
支
部
の

植
田 

紘
史
さ
ん
が
会
長
に
選
任

さ
れ
、
新
体
制
は
上
記
の
通
り
決

定
し
、
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
４
月
15
日
、
幌
呂
事
務
所
で
第
16
回
釧
路
丹

頂
農
協
馬
事
振
興
会
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
、小
野
田 

喜
一
会
長
は
、「
４

月
に
入
り
、
馬
の
繁
殖
時
期
と
な
り
、
種
付
け

等
に
忙
し
い
時
期
で
す
が
、
本
総
会
へ
出
席
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
挨
拶

を
し
ま
し
た
。

　
議
長
は
、
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
、
小
野
田
会

長
が
務
め
、
令
和
３
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収

支
決
算
、
令
和
４
年
度
事
業
計
画
他
、
全
議
案

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
最
近
の
馬
事
情
勢
等
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
し
、
交
流
を
深
め
総
会
は
終
了
し
ま

し
た
。

釧 路 丹 頂 農 協 乳 牛 改 良 同 志 会  
第 1 6 回 通 常 総 会 開 催

釧 路 丹 頂 農 協 馬 事 振 興 会
第 1 6 回 通 常 総 会 開 催

乳牛改良同志会新役員
会　長 植　田　紘　史 幌　呂

副会長
伊　深　洋　平 白　糠

松　下　雅　幸 鶴　居

理　事

清　水　武　志 鶴　居

對　木　賢　雅 白　糠

五十嵐　大　地 白　糠

監　事
増　田　一　真 鶴　居

大　坂　隼　人 音　別
後列左から、對木理事、増田監事、清水理事、大坂監事、五十嵐理事

前列左から、伊深副会長、植田会長、松下副会長
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４
月
16
日
、
釧
路
丹
頂
農
協
乳
牛
改

良
同
志
会
西
部
支
部
主
催
で
、
第
27
回

釧
路
西
部
ス
プ
リ
ン
グ
シ
ョ
ウ
が
、
白

糠
町
家
畜
共
進
会
場
で
２
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
音
別
・
白
糠
両
地
区
よ
り
計
25
頭
の

乳
牛
が
出
陳
さ
れ
、
弟
子
屈
町
酪
農
家

の
高
橋 

和
憲
氏
が
審
査
員
と
し
て
審

査
に
あ
た
り
、デ
ー
リ
ィ
ク
イ
ー
ン
は
、

森
谷 

宙
さ
ん
が
務
め
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
白
糠
、
松
田
農
場
の

出
品
牛
リ
コ
ラ
イ
ス 

ア
ク
ミ
ー 

ゲ
イ

ン
（
８
部
）
が
見
事
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
主
な
入
賞
牛
及
び
出
品
者
並
び
に
受

賞
者
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　
４
月
18
日
、
鶴
居
事
務
所

で
令
和
４
年
度
釧
路
丹
頂
農

協
農
作
業
安
全
祈
願
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
武
藤
組
合

長
を
は
じ
め
、
常
勤
役
員
、

幌
呂
大
型
機
械
利
用
組
合 

大
硲 

晋
二
組
合
長
他
各
関

係
団
体
の
代
表
者
が
出
席

し
、
玉
串
奉
奠
等
の
神
事
を

執
り
行
い
ま
し
た
。

　
「
交
通
事
故
並
び
に
農
作

業
事
故
撲
滅
宣
言
」
を
千
葉

専
務
が
、「
交
通
安
全
宣
言
」

を
釧
路
丹
頂
農
協
酪
農
振
興

会 

藤
澤 

誠
副
会
長
が
宣
言

し
ま
し
た
。

　
武
藤
組
合
長
は
、「
い
よ

い
よ
今
年
も
春
耕
期
を
迎
え

す
で
に
農
作
業
を
開
始
さ
れ

た
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で

す
。
近
年
は
、
釧
路
丹
頂
農

協
管
内
で
は
、
大
き
な
事
故

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
影

に
は
幾
つ
も
の
小
さ
い
事
故

が
あ
る
よ
う
で
す
。
組
合
員

一
同
力
を
合
わ
せ
、
事
故
防

止
の
取
組
み
を
続
け
て
い

き
、
事
故
の
な
い
一
年
と
な

る
よ
う
祈
念
致
し
ま
す
。」

と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

第27回 釧路西部スプリングショウ 開催

令和４年度「農作業安全祈願祭」開催

審査員
高橋 和憲 氏

入　　賞　　牛　　一　　覧　　表
グランドチャンピオン

リコライス　アクミー　ゲイン 松　田　浩　二 白糠
リザーブグランドチャンピオン

BS　アーマナ　ドアーズ　ET ㈱大坂ファーム 音別
ジュニアチャンピオン

BS　ソラ　タトウーン ㈱大坂ファーム 音別
ジュニアリザーブチャンピオン

フオグランド　キヤンバス　サイドキツク 五十嵐　大　地 白糠

部 結果 名      号 出品者 地区
１部 １位 フオグランド ポータル エクシード 五十嵐　大　地 白糠
２部 １位 フオグランド キヤンバス サイドキツク 五十嵐　大　地 白糠
３部 １位 ウツズスター エンペラー サイドキツク レオ 林　　　稔　幸 白糠
５部 １位 BS ソラ タトウーン ㈱大坂ファーム 音別
６部 １位 フユーチヤーツリー ミツク ドラゴンハート 對　木　隆　司 白糠
７部 １位 BS アーマナ ドアーズ ET ㈱大坂ファーム 音別
８部 １位 リコライス アクミー ゲイン 松　田　浩　二 白糠
９部 １位 フオグランド ユニクス ルナシー 五十嵐　大　地 白糠
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当
農
協
酪
農
振
興
会
鶴
居
支
部
が
牛
乳
、
乳
製
品
の

消
費
拡
大
運
動
の
一
環
と
し
て
、
鶴
居
村
内
の
児
童
、

生
徒
及
び
教
職
員
の
皆
様
２
７
２
名
へ
牛
乳
券
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　
４
月
26
日
に
鶴
居
村
教
育
委
員
会
で
贈
呈
式
を
行

い
、
藤
澤 

誠
支
部
長
よ
り
、
村
上 
明
寛
教
育
長
へ
目

録
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
藤
澤
支
部
長
は
「
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
牛
乳
、乳
製
品
の
消
費
が
減
少
し
て
お
り
、

学
校
給
食
が
休
止
と
な
る
Ｇ
Ｗ
期
間
に
、
牛
乳
、
乳
製

品
を
購
入
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。」
と
話
し

て
お
り
ま
し
た
。

　
4
月
11
日
、
女
性
部
音
別
支
部
が
も
の
作
り
講
習
会

を
開
催
し
、
ス
ワ
ッ
グ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
ス
ワ
ッ
グ
は
、
ド
イ
ツ
語
で
「
壁
飾
り
」
と
い
う
意

味
で
、
生
花
や
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
等
、
様
々
な
種
類
の

花
や
植
物
を
使
っ
て
作
る
花
束
の
よ
う
な
イ
ン
テ
リ
ア

で
す
。

　
講
習
会
に
は
６
名
の
部
員
が
参
加
し
、
講
師
を
務
め

た
成
田 

洋
子
支
部
長
の
指
導
の
も
と
、
思
い
思
い
の

ス
ワ
ッ
グ
を
作
り
ま
し
た
。

　
完
成
し
た
作
品
を
手
に
記
念
撮
影
を
し
、
と
て
も
有

意
義
な
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
４
月
よ
り
、
当
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
や
っ
ぱ
り

牛
乳
が
好
き
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
年
末
年
始
や
年
度
末
に
話
題
と
な
っ
た
「
な
ぜ
、
年

末
年
始
や
年
度
末
に
牛
乳
が
廃
棄
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る

の
か
」
等
、
牛
乳
に
関
す
る
ふ
と
し
た
疑
問
に
牛
先
生

が
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
ペ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
内
容
も
随
時
追
加
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
訪
れ
た
際
に
は
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
こ
の
ペ
ー
ジ
に
は
牛
乳
に
つ

い
て
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ペ
ー

ジ
へ
の
リ
ン
ク
も
あ
り
ま
す
の
で
、
併

せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

釧
路
丹
頂
農
協
酪
農
振
興
会

鶴
居
支
部
が
牛
乳
券
を
贈
呈

女
性
部
音
別
支
部

も
の
作
り
講
習
会
開
催

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
や
っ
ぱ
り

牛
乳
が
好
き
」が
ス
タ
ー
ト
！！「やっぱり牛乳が好き」はコチラから→
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
　

ま
も
な
く
１
番
牧
草
の
収
穫
時
期
。

「
良
い
サ
イ
レ
ー
ジ
」
を
ど
う
や
っ
て

作
ろ
う
か
思
案
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
サ
イ
レ
ー
ジ
の
発
酵
過
程
と

調
製
に
お
け
る
注
意
点
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

１
．
サ
イ
ロ
の
中
で
は
段
階
を
追
っ
て

発
酵
が
進
ん
で
い
る

　

表
１
に「
サ
イ
レ
ー
ジ
の
発
酵
過
程
」

を
載
せ
ま
し
た
。
第
１
段
階
で
植
物
体

の
呼
吸
と
好
気
性
菌
（
酸
素
を
必
要
と

す
る
微
生
物
）
が
活
動
し
、
第
２
段
階

で
酸
素
が
無
く
な
り
嫌
気
性
菌
が
増
殖
、

第
３
段
階
で
乳
酸
発
酵
が
盛
ん
に
な
り
、

そ
の
後
第
４
段
階
で
安
定
化
し
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
第
１
段
階
で
は
呼
吸
や

好
気
性
菌
に
よ
り
糖
を
分
解
し
て
し
ま

う
の
で
、
で
き
る
だ
け
素
早
く
酸
素
を

無
く
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

第
２
段
階
以
降
で
は
乳
酸
菌
以
外
の

菌
、
特
に
不
良
発
酵
の
原
因
と
な
る
酪

酸
菌
の
増
殖
を
抑
え
る
こ
と
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

２
．
サ
イ
レ
ー
ジ
発
酵
を
成
功
さ
せ
る

た
め
の
注
意
点

　

で
は
良
い
発
酵
の
た
め
の
注
意
点
を

牧
草
サ
イ
レ
ー
ジ
中
心
に
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

①
調
製
時
サ
イ
ロ
内
の
空
気
を
排
除

　

早
く
酸

素
を
無
く

し
乳
酸
菌

発
酵
に
移

行
さ
せ
る

た
め
に
は
、

サ
イ
ロ
内

の
空
気
を

減
ら
す
こ

と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
の
注
意
点

は
「
十
分
で
こ
ま
め
な
踏
圧
」「
原
料
草

を
短
く
、
き
れ
い
に
裁
断
」、
ラ
ッ
プ
サ

イ
レ
ー
ジ
で
は
「
水
分
調
整
」「
均
一

な
整
形
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

②
早
期
密
封
・
表
面
を
い
じ
ら
な
い

　

サ
イ
ロ
表
面
が
空
気
に
触
れ
る
こ
と

も
ス
ム
ー
ズ
な
発
酵
を
妨
げ
ま
す
。「
調

製
後
は
早
期
密
封
」「
被
覆
資
材
が
浮

か
な
い
よ
う
に
重
し
等
で
対
応
」
ラ
ッ

プ
サ
イ
レ
ー
ジ
で
は
「
ラ
ッ
プ
の
巻
き

方
」
や
「
発
酵
途
中
で
運
搬
し
な
い
」

な
ど
の
注
意
が
必
要
で
す
。

③
土
砂
や
枯
れ
草
を
入
れ
な
い

　

酪
酸
菌
は
土
砂
や
枯
れ
草
、
家
畜
糞

尿
な
ど
に
付
着
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

を
サ
イ
ロ
に
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
、
注

意
が
必
要
で
す
。

　

サ
イ
ロ
に
つ
い
て
は
「
事
前
に
清
掃

す
る
」「
運

搬
車
の
タ

イ
ヤ
の
土

砂
を
入
れ

な
い
」。

原
料
草
に

つ
い
て
は

「
堆
肥
ス

ラ
リ
ー
散

布
を
早
め
に
実
施
」「
収
穫
時
の
高
刈
り
」

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

④
原
料
草
の
水
分
調
整
（
ま
た
は
ギ
酸

添
加
）

　

乳
酸
菌
の
活
躍
に
は
糖
が
必
要
で
す
。

水
分
率
を
下
げ
る
こ
と
で
、
現
物
中
の

糖
割
合
が
高
ま
り
ま
す
。
そ
の
目
標
は

水
分
70
％
以
下
で
す
。

　

し
か
し
、
予
乾
が
困
難
な
場
合
、
ギ

酸
添
加
に
よ
る
強
制
的
な
酸
性
化
（
pH

　

4.2
以
下
）
と
い
う
選
択
肢
も
あ
り
ま

す
。
乳
酸
菌
活
躍
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
酪
酸
菌
増
殖
を
抑
制
す
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。

３
．
お
わ
り
に

　

収
穫
時
期
の
気
象
条
件
も
あ
り
、
予

乾
が
難
し
い
、
適
期
内
収
穫
が
大
変
と

い
っ
た
、
条
件
が
厳
し
い
私
た
ち
の
地

域
で
す
が
、
今
回
挙
げ
た
「
サ
イ
レ
ー

ジ
発
酵
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
注
意

点
」
を
加
味
し
て
作
業
を
進
め
ら
れ
る

よ
う
希
望
し
ま
す
。

　
　
　

普
及
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ

　
　
　

は
こ
ち
ら
へ
→

サ
イ
レ
ー
ジ
調
製
のポ

イ
ン
ト

表1 サイレージの発酵過程

写真１ 十分でこまめな踏圧作業

写真２ サイロの事前清掃

6



 

ホクレン ＪＡ北海道厚生連

ＪＡ共済連北海道

ＪＡ北海道中央会

ＪＡ北海道信連

グループ北海道が協賛する「あぐり王国北海道 」では、米の消費拡大を目指し、全道各地の

ご当地 カレーを集めたグランプリを初開催しました。

公募した結果、１２ の参加となり、発表順を決める緊張のくじ引き、その土地自慢の農畜産物を活用

したカレーの 、 職員の個性豊かな全力プレゼン、悩ましい実食審査など、見どころが満載です。

ナンバー１カレーはどの が獲得したのか！？

グループ通信
 各団体の詳しい取り組み内容については、
 ＷＥＢサイトをご覧ください。

ＪＡ共済ホームページの『ひと・まとめプラン』ページか

から掛金シミュレーションを行い、資料をご請求いただい

た方の中から、抽選で２４０名様に素敵な賞品をプレゼン

トします。

キャンペーン第１期は９月３０日 金 まで。この機会に

ＪＡ共済のホームページへのアクセスお待ちしています！

ＪＡバンクでは、次世代を担う子供たちへの食農教育を

支援するため、農業とわたしたちのくらしをテーマとした

教材本とＤＶＤを作成し、道内各地のＪＡを通じて全道の

小学校・特別支援学校に毎年贈呈しています。

２月１１日、滝野スノーワールド（国営滝野すずらん丘

陵公園）にて、冬の北海道を楽しむイベントとして開催さ

れた”米そり（米袋そり）”を使ったレースに協賛しました。

キッズ・ジュニアクラスと、一般クラスの２クラスに分か

れ、約 名が ｍ近くあるコースでタイムを競い合

いました。

優勝者には米１俵（ ）が

プレゼントされた他、飛び賞、ベス

トドレッサー賞、パフォーマンス賞

などもあり、会場は大いに賑わい

ました。

みなさんは１年に１回、健康診断を受けていますか？

道内１２か所の厚生病院・クリニックで受診できます。

医療併設型という特性を活かして、がん検診を含めた

総合的な疾病予防対策も積極的に展開しています。

検査の項目が充実しており、ご希望で追加できるオプ

ション検診もたくさん

ありますので、詳しくは

厚生連、または各病院

のホームページをご覧

ください。

◆教材本贈呈事業を展開

令和４年度においても、

北海道教育委員会等のご

理解、ご協力のもと、全道

校の小学５年生

（約４万人）と、 校の特

別支援学校へ、教材本等

の贈呈を行いました。

◆資料請求キャンペーンを実施

◆第２回 北海道米そり選手権に協賛 ◆人間ドック受診のご案内

◆ご当地 カレー１グランプリを開催 ！！

にて 月 日（土）・ 日（土）

の１７時から 週連続放送です！

の無料動画配信サービス「もんすけ 」

では、５月末まで見逃し配信も実施しますので、

ぜひご覧ください！
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※Jミルクホームページより転載

季節の新じゃがをボリューム満点に

新じゃがとベーコンのクリーミーソテー

　

【作り方】
1.　じゃがいもは洗って水気をふき、半分に切る。
ベーコンはさいの目に切る。

2.　鍋にオリーブ油、にんにくを入れ中火にかけ
る。香りが出たら1を加え、中弱火にして炒め、
焼き色をつける。

3.　2に酒を加え、ふたをして蒸し煮にする。いも
に火が通ったら、生クリームを加えてサッと絡
めるように混ぜる。

4.　最後に粉チーズを加える。食べる時にパセリ
を散らし、塩、黒こしょう適量をふる。

今月のミルク
レシピ

材　料（２人分）
新じゃがいも… …………350g

ベーコン（塊）… …………120g

にんにく…………………1かけ

（半分に切って芯をとりつぶし

ておく）

オリーブ油… ………… 大さじ1

粉チーズ……………… 大さじ1

生クリーム… ………… 150ml

酒……………………… 大さじ1

塩、黒こしょう… ……… 各少々

パセリ（みじん切り）……… 適宜

9



・つぶやきコーナー

キ
リ
ト
リ

まちがいさがし 5月の答え

住所

氏名

ペンネーム
※氏名とペンネームは必ず記入願います。

電話番号
ご意見や季節のつぶやきなどの一言をお寄せください。

応募者の個人情報は厳正に管理し本応募以外の目的には使用しません。

・正解者３名の方にすてきなプレゼントをさしあげます。
　 なお、正解者多数の場合は抽選とさせていただき

ます。
《応募方法》左下の部分を鶴居事務所 管理課まで
FAX（0154-64-2315）をいただくか、切り取っ
ていただき各事務所へ提出してください。
《締め切り》2022年６月13日まで
　当選者の発表は6月号にて発表します。
　プレゼントのお渡しは郵送にて発送いたします。

・�悲しい事故ばかり。でもサクラの開花も連
休頃。コロナに気を付けて散歩してみま
しょう。� （Ｍ・Ｓ）

・�雪がとけてゴミが目立つ� （もちもすき）

・�開けた海　無情が風が波を呼ぶ。�（Ｎさん）

・�春の味、アスパラガスが楽しみです。
� （kako）

・�なにかも春はあたらしい芽が元気よく色も
こく、気持もいい。明るく、元気いっぱい、
べんきょう、あといろいろと前へすすみます。
� （Ｍ・Ｍ）

今回の答えは6月号に掲載するよっ！！

右のイラストには左のイラストと違う部分が５ヶ所あります。
間違っている部分を左下の枠内の数字で探しましょう。

4 5 6 9 114月号の答え

・kako さん　・あきちゃん さん　・ママ さんおめでとうございます!! 4月号の当選者

4　髪の巻き方向が違う　5　イチゴをかじった量が違う　6　ミルクの出た長さが違う
9　スコップがある　11　片仮名に変わっている

10

まちがいさがしにチャレンジ!!
～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～



ID→jakushirotancho

ＪＡくしろ丹頂ホームページ

編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□ 新型コロナウイルスワクチンの３回目接種が国民の半数が接種を完了し、全国的には感染者は減少
しつつあります。
　しかし、北海道は増加傾向にあり、まだ感染拡大防止対策の継続が必要となりそうです。
　 ＧＷが終わり、本格的に農作業が始まる時期でもありますので、しっかりと体調管理をしていただ
き、事故なく農作業が終了する事を願っています。（山本）

■令和３年度 　生乳生産実績（３月）
月計乳量（kg）３月前年比（％）累計乳量（kg）累計前年比（％）

ＪＡくしろ丹頂 9,416,553.4 105.3 109,871,260.9 106.9
鶴居地区 3,524,125.0 105.8 41,346,539.9 105.5
幌呂地区 2,650,093.2 102.8 31,217,824.7 109.8
白糠地区 1,815,046.3 113.5 20,315,176.6 109.9
音別地区 1,427,288.9 99.7 16,991,719.7 102.0

管 内 計 47,057,813.4 102.0 548,106,290.1 102.2
（前年度管内計） 46,153,216.1 536,304,630.3

理　事　会　報　告

３月定例理事会　令和４年３月30日（水曜日）

３月臨時理事会　令和４年３月８日（火曜日）

報告事項　 

１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．２月末（決算）財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．自己査定結果について
６．経営定期点検の実施結果について
７．令和３年度事業報告及び決算概要について
８．令和３年度内部監査の業務活動報告について
９．役員報酬審議会の結果について
１０．コンプライアンス委員会の報告について

 付議事項　 

議案第１号　目的積立金の目的取崩について
議案第２号　 生乳生産支援対策積立金規程の制定

について
議案第３号　特別積立金の取崩しについて
議案第４号　 令和４年度（第１7年度）事業計画の

設定について
議案第５号　 令和４年度諸利率・料率の設定につ

いて
議案第６号　貸付金の利率の最高限度について
議案第７号　諸規程等の一部変更について
議案第８号　 第１6回通常総会の招集および提出議

案について

議案第９号　 議決権行使書面の取扱いについて
議案第１０号　 信用の供与等の最高限度額設定につ

いて
議案第１１号　理事に対する資金の貸付について
議案第１2号　 役員と組合との取引基準の決定につ

いて
議案第１3号　令和４年度の余裕金運用について
議案第１4号　 令和４年度コンプライアンス・プロ

グラムの設定について
議案第１5号　固定資産の取得について
議案第１6号　固定資産の処分について 
議案第１7号　 農協検査指摘事項に対する改善・対

応状況等の報告について
議案第１8号　 令和４年度経営定期点検実施計画書

の策定について
議案第１9号　 令和３年度畜産・酪農収益力強化整

備等特別対策事業（機械導入事業）
の承認について

その他協議事項　 

１．春季地区懇談会の開催について
２．幌呂育成牧場建設に係る取り進めについて
３．当面の業務日程について

付議事項　 

議案第１号　 役員推薦会議運営要領第８条第１項に
規定する、理事会推薦会議における
理事候補者について

議案第２号　 役員推薦会議運営要領第８条第１項に
規定する、理事会推薦会議における

学識経験役員候補者について
議案第３号　 役員推薦会議運営要領第８条第１項に

規定する、理事会推薦会議における
学識経験役員候補者について

議案第４号　 役員推薦会議運営要領第８条第１項に
規定する、理事会推薦会議における
員外監事候補者について

■
編
集
発
行 

釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
合
管
理
部
管
理
課

—
V
O
L
・
175—
令
和
4
年
5
月
発
行

■
印
刷
　
白
糠
印
刷
㈱

お詫びと訂正
４月号の生乳生産実績の表につきまして誤りがございました。お詫び申し上げますととも
に、改めて訂正させて頂きます。
　（誤）12月前年比(%)　→ （正）２月前年比(%)


